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野中看護部長挨拶 

野中 美枝子 看護部長 

 2011年度もアッと言う間に後期に入りました。７月に日本医療機能評価の

再受審が終え、「ふぅっー」とため息をついた時、月購読の雑誌に「継続する

ことと変えること」というフレーズを目にしました。なんと！タイミング良く、わが

横着心を刺激してくれるものだと… 

 「暮らしの中にある病院」を目指し、各部門、各小委員会が積み上げた事

項、マニュアル再確認等々。決めたから良いではなく、実践すること、そして、

職員それぞれの持てる力を結集し、より良くするために変えていかなければ

いけない。 

 さて、話は変わりますが、3月11に起きた東日本大震災から、もう？まだ？８カ月が経ちました。先日、

病棟師長が福岡市で行われた“床ずれの学会”の参加報告をしてくれました。東北では復興が遅れ

たため、在宅介護中の方の褥創(床ずれ)が悪化し入院になるケースが増えたそうです。 

栄養、清潔、圧迫を避けるためのエアーマット等の使用等々、病人が得なければならない清浄な空

気・暖かさ・陽光の不足、そして栄養さえままならない実態が浮かびあがります。看護の専門家である

私たちが、健康に過ごす当たり前さをしっかり認識し患者が病気からの回復のために力を出せるよう

整えていくことが「今」だからこそ必要だと考えます。同時に「私たちにできること」を小さなことから実践

していきたいと思います。 

トリアージ訓練実施 

 １０月２２日(土)１４：００～１６：００に大規模災害を想定したトリアージ訓練を行いました。 

トリアージとは「人材・資源の制約の著しい災害医療において、最善の救命効果を得るために、多数

の傷病者を重症度と緊急性によって分別し、治療の優先度を決定すること」です。 

タグの色は４種類に識別されており、 

緑(今すぐの処置や搬送の必要ないもの)→黄色(今すぐ生命に関わる重篤な状態ではないが、処置

が必要)→赤色(生命に関わる重篤な状態で一刻も早い処置をすべきもの)→黒色(死亡。生命にかか

わる重篤な状態であるが、その救命には現況以上の医療能力が必要であり、全傷病者の救命に不

利益となるため、該当する時点での救命の適応がないもの)となっています。(フリー百科事典ウィキペディア参照) 

訓練は第二駐車場にて行う予定でしたが、あいにくの悪天候

のため院内で行いました。 

三島市消防職員・白寿医療学院・地域の方々といった多くの

方々のご協力を得て実施する事が出来ました。ご協力ありが

とうございました。 



消化器内科 海野 洋 

消化器内科特集 

 胃の健診 

 ４０歳以上のみなさんのところには、年１回胃がん健診の案内
が届いていると思います。できるだけ早い時期に胃がんを見つ
けることが目的です。 

  ちなみに、お腹の検査としてはＣＴや超音波検査(エコー)などもありますが、これらは胃やその他
の消化管の評価は不得意で、時期の進んだがん・明らかな塊状になった物でないと指摘できないこ
とが多いのです。つまり胃がんの早期発見には不適当な検査と言えます。最近がん検診で活躍し
ているPETも胃がんに関しては検出率が良くありません。 
  
 内視鏡検査は病院で受ける検査の中でもつらい検査の一つと思います。それでも内視鏡は進歩
してきており、以前よりしなやかに細くなってきており、患者さんの負担は軽減してきていると思いま
す。一方、内視鏡の画質も格段に向上し、ハイビジョン画像で見られる内視鏡も登場しました。さら
に早期の病変を見つけ出すために様々な機能が開発されてきています。 
  
 しかし、どんなに内視鏡の性能や技術が向上しても検査を受けない事には胃の病気は見つかりま
せん。みなさん、ぜひ内視鏡検査を受けて下さい。 
 

 検査の方法には内視鏡とバリウムを飲む造影検査とがあります。 

バリウムの造影検査は、造影剤(バリウム)で胃の粘膜の模様や凹凸をレントゲンで写し

出して病変の評価をします。有効な検査ですが、粘膜の凹凸が乏しい変化や、色調だ

け変化する病変では病変がわからないことがあります。また、粘膜が十分に伸ばされて

いない時(例えばゲップをして胃が縮んでしまった時など)や、粘液で粘膜が覆われてし

まっている場合には粘膜の評価が出来ず、病気の検出が困難になります。 

 内視鏡検査は胃の中に入り、直接粘膜を観察します。ゲップをして空気が抜

けても内視鏡から空気を入れなおす事が出来ます。粘液なども水を注入して洗

い流す事が可能です。直接粘膜を観察しているので色調だけの変化もとらえる

ことが出来ます。検査時の胃内の状況を整える事ができるため、バリウムの検査

に比べ細かな粘膜の変化を捉えやすく、早期のがん発見には向いている検査

です。また、病変部から胃の粘膜を小さく切除して検査に出すことができ、顕微

鏡診断で良性・悪性の判断をすることも可能です。 

インフルエンザワクチン接種について 

11月1日よりインフルエンザワクチン接種を行っております。 

〈外来受診時にワクチン接種を希望される方〉 

 各診療科で接種いたします。 

〈ワクチン接種のみ希望される方〉 

 月・火・水・金曜日、１５時～１７時内科外来で行います。 

診察券(当院診察券がある方のみ)と予診票を総合受付に提出して下さい。
予診票の記入が不十分な場合、申込み当日に接種出来ない場合が 
あります。ご協力を宜しくお願いします。 



看護師に聞いてみよう!!(第7回) 

今回の「看護師に聞いてみよう!!」は北海道出身の色白美人!?の 
新人：鈴木由貴さんです。 

病棟２Ｆ看護師 
鈴木 由貴さん 

聞き手 広報委員 以下(広) 

(広)：「この病院を選ぶことになったきっかけは何ですか？」 

(鈴)：「もともと高校時代にソフトボールをやってまして、その時の監督と 
        三島中央病院ソフトボール部(２年前に廃部)の監督が知り合い 
        だったそうです。そのご縁から奨学金があることを教えてもらい 
        ました。」 

(広):「こちらでソフトボールはやらなかった？」 

(鈴):「本来の話では三島に来て専門学校に行きながらソフト部に入部、 
   という話でしたが保健師になるための勉強もしたかったので『４年生の 
   看護大学に進学したい』という希望を伝えると(大学進学でも)奨学金を 
   受けられる、という返答を頂けたため奨学金制度を受けました。」 

(広):「すごい！！勉強熱心ですね」 

(鈴):「はい、近所でも評判の才女でした。(笑)」 

(広)：「この病院の感想は？」 

(鈴)：「みんなサバサバしていて元気がいいです！！なんか大人しい人があんまりいないような 
    気がします。(仕事については)こんなにどんどん現場の実践を積んで仕事をしていくとは 
    思っていませんでした。なんとなくもっと勉強しながら現場に行くのでは、と思っていました。」 

(広)：「最後に今後の目標を教えて下さい」 

(鈴)：「現時点では(奨学金返済免除の勤務期間である)４年後に北海道に戻りたい、という希望は 
    ありませんがここにいる間は目標としている先輩方に少しでも近づけるよう努力していきます。」 
 
 以上、看護師に聞いてみようのコーナーでした。今回は第7回目にして初のルーキーへのインタビュー
でしたが、(鈴木さんの)落ち着いた雰囲気に驚いた、というのが感想でした。「目標としている先輩方に
近づく」といった目標もしっかりと先を見ているように思え頼もしかったです。これからもがんばって下さい。 

求人広告 

※奨学金・求人についてのご質問等(見学も可)ございましたら  
  (医) 志仁会 人事課  泉  TEL: 055-971-5507 までご連絡下さい。 

看護師（常勤・非常勤）募集 

年 齢   ： 不 問（ブランクのある方もご相談下さい） 

勤務内容 ： 病棟内における看護業務全般、または外来業務 

給 与   ：  正看護師    基本給214,300円＋夜勤手当、住宅手当等 
           日勤パート  正1,400円～/時間 准1,200円～/時間 

勤務時間 ： 常勤（2交代制） 
        日勤 8：30～17：00（早出・遅出あり）夜勤 16：30～翌9：00 

          非常勤(希望時間あれば電話相談して下さい) 
                日勤 9：00～18：00夜勤 18：00～翌9：00 

休 日  ： 正職員  ４週８休制 

待 遇  ： 社会保険完備・車通勤可・交通費規定支給・制服貸与・住宅手当・２４時間託児所あり 

  



ミニレクチャー好評開催中！！ 

2009年8月より毎月第１水曜日(１２：１５～１２：３０)に受付前にて 
ミニレクチャーを開催しています。皆さん、ぜひ聴きにいらしてください！！ 

今後のミニレクチャー予定 

第２８回 1２月７日(水) １２：１５～１２：３０ 
泌尿器科医長 鈴木央先生 
「過活動膀胱」 

2011年８月３日(水)第2４回 
「胃が痛い？の話」 

消化器内科医長：海野洋先生 

2011年９月７日(水)第2５回 
「海と魚と動脈硬化」 

循環器内科部長：鈴木清文院長 

2011年１０月５日(水)第2６回 
「メディカルフットケアのすすめ」 

外科医長：鈴木衛先生 

以前開催のミニレクチャーです。 
講演してくれた先生方、見にいらしてくれた皆様ありがとうございました。 

第２９回 1月１１日(水) １２：１５～１２：３０ 
 
タイトルは決まりしだい発表します 

機能評価Ver.6受審 

 去る2011年7月27日・28日・29日に機能評価Ver.6を受審致しました。2005年の夏に

機能評価Ver.5を受審して以来(翌年の2006年8月に病院機能評価認定病院に合格)、

6年ぶりの受審となりました。審査結果は判別次第、発表します。 

ホームページ広告 

三島中央病院ホームページアド

レスhttp://mchp.or.jpです。 

(過去広報誌も閲覧可能です。) 

皆さんぜひご覧下さい！ 

http://mchp.or.jp/�


編集後記 

広報委員一同 

 あの東日本大震災より早や半年以上が経過しました。震災関連のニュースも報道番組のトップになること
は随分少なくなったように思えますが、まだまだ多くの情報を発信しています。その多くは「(震災からの)
復興が遅れている」といった内容の物が多いようです。思い返せば震災後しばらく計画停電等があり、多く
の店舗が店内や看板の照明を減らし営業時間を短縮するなどの節電を行っていました。たった半年ちょっと
前の事なのにずいぶん前の事のように感じます。私自身の中で東日本大震災が早くも風化し始めているのか
もしれません。「こんな事ではいけない、東北地方で苦しんでいる被災者の皆さんに申し訳ない」と思うも
のの、果たして自分に何が出来るのだろう・・・と思うこの頃です。当病院は震災だけでなく、それ以前よ
りエコ活動として節電を心掛けています。たしかに計画停電は既に解除されました。今節電を心掛けてもあ
まり世の中に貢献していないかもしれません。それでも何かやらずにはいられない・・・そんな気がします。
病院を利用中の皆さんにも(節電で)ご迷惑をかける事があるかもしれません。そんな時「自分たちに今でき
る事」の一つとして節電を行っている、とご理解して頂けると大変うれしく思います。皆様のご協力をお願
いします。 

１人分 ８４kcal  塩分０.３g 
●材料/１人分 
さつまいも ２０g 
えび(正味) ２尾(８０g) 
a 塩 ひとつまみ 
a 酒 小さじ１/２ 
a みりん 小さじ１/２ 
片栗粉 小さじ１/２ 
揚げ油 適量 

栄養課：小林 勝呂 平岡 清水 

●作り方 

①さつまいもは水にさらし、ザルに上げる。 
②えびは背ワタと殻を取り除いてぶつ切りにし、包丁で形が少し残る程度たたく。 
③ ①のさつまいもの方面に片栗粉をつけ、②のえびをはさむ。１人分で２個できます。 
④１７０℃に熱した油で揚げ、半分に切り器に盛る。 
※さつまいもは薄く切り過ぎないようにする。 (揚げる際にさつまいもがはがれてしまいます。) 
※１７０℃の低温油でゆっくり揚げると美味しくできます。 

●感想 

 えびの食感が良く、色が鮮やかでした。初めて見る組み合わせでしたが、美味しく食べられました。
さつまいもの甘みが引き出されて食欲をそそります。薄味なので物足りない場合は、たれ等をかけ
るとまた違った味が楽しめると思います。 
おかずの一品にいかがでしょう。 
 

★栄養素 
ビタミンC ビタミンE カリウム 食物繊維 
 
★効能 
がん予防・・・抗酸化ビタミンCとE、βカロテンを豊富に含み、がんをはじめ生活習慣病予防に 
        効果的です。 
  
便秘予防・・・大腸の異物を排出させる不溶性のセルロースやヤラピンなどの食物繊維が腸を 
        刺激して便通を促進させます。 

さつまいものえびはさみ揚げ 

秋野菜レシピ  ★さつまいも★ 



志仁会理念 
当法人は急性期医療・介護サービスを中心に個々のケースに適応できる医療を目指します 
また、地域の医師との連携を強め地域に密着した医療を推進します 

病院理念 急性期医療を基本に据え、地域医療に貢献します 

病院運営方針 

1.患者さんの権利を十分尊重し、心のこもった安全な医療を実践します 
2.親切・丁寧・確実な医療を提供します 
3.地域に開かれ貢献できる医療を目指します 
4.情報提供に基づき、十分な説明と同意による医療を心がけます 
5.職員が地域医療に貢献していることに誇りをもてる医療を実践します 

看護部理念 

三島中央病院の看護職員は、患者さんが安全かつ確実に治療が受けられ、自然治癒力が十分に働くよう
に最良の条件を作り出すように援助します。   又、地域の健康への期待と治療の発展に寄与できる専門職
としての看護実践を目指します。   
 看護の基本方針 
  1. 私達は、患者さんの安全を守るためのルールを遵守し、医療チームの一員として協働します 
  2 .私達は、「KOMI理論」を基に患者さんの生活を創造的且つ健康的に整え、患者さんの「持てる力」 
   が十分発揮できるように生活過程を整えます 
  3. 私達は、患者さん・ご家族の痛み・辛さ・心配や不安を表出せる環境作りとそれを軽減するた 
   めの努力を惜しみません 
  4. 私達は、患者さん・ご家族の疑問点等に対して、理解して頂ける言葉で丁寧に説明する努力をし 
   ます 
  5. 私達は、患者さん・ご家族に「第一級の看護」が贈れるよう、常に謙虚に自己研鑽します 

患者さんとの 
パートナーシップを 

強化するために 

 医療の質と患者さんの安全確保は、医療提供者のみによる取り組みだけでなく、患者さんと医療提供

者とが互いの信頼関係に基づき協働して作り上げていくものであり、患者さんの医療への主体的な参

加をもって、より確実なものとなると考えています。   

 当院では、”良質な医療を受ける権利” ”医療に関する説明や情報を得る権利”など医療者として十

分守るべき「患者さんの権利」を明示すると共に、”自分自身の健康・生命を守る最高の担い手は患者

さんです”という考えのもと「患者さんへのお願い」を提示させていただきました。 わからないことがあ

れば納得するまで質問してください。 安全確保のためにアレルギー歴などをきちんとお伝え下さい。   

いろいろな場所で名前を名乗っていただいたり、点滴の確認をしていただくなどの形で診療に参加して

いただきます。   

 お困りの点、お気づきの点などありましたら担当看護師等にお申し付け下さい。  投書をいただいても

結構です。   是非、より良いパートナーシップを築いていきたいと思います。  

患者さんの権利 

当院は、医療の中心はあくまでも患者さんであることを深く認識し、「患者の権利に関するWMAリスボン

宣言（世界医師会）」の精神のもと、患者さんの権利を十分守り最良の医療を提供いたします。   

 1.良質な医療を公平に受ける権利 

  だれでも、どのような病気にかかった場合でも、良質かつ適切な医療を公平に受ける権利があり 

  ます。   

 2.医療に関する説明や情報を得る権利 

  病気・検査・治療・見通しなどについて、理解しやすい言葉や方法で、納得できるまで十分な説 

  明と情報を受ける権利があります。  また、自分の診療記録の開示を求める権利があります。   

 3.医療を自己決定する権利 

  十分な説明と情報提供を受けたうえで、治療方法などを自らの意思で選択する権利があります。   

 4.機密保持に関する権利 

  医療の過程で得られた個人情報の秘密が守られ、病院内での私的な生活を可能な限り他人に 

  さらされず、乱されない権利があります。   

 5.尊厳を保つ権利 

  だれもが一人の人間として、いかなる状態にあっても、その人格・価値観などを尊重される権利が 

  あります。  

患者さんへのお願い 

当院は、医療における医師及び医療従事者と患者さんの信頼関係が築けるよう患者さんにも協力をお

願いしています。   

 1.自分自身の健康・生命を守る最高の担い手は患者さんです。  その患者さんと共に私たちは医 

     療を進めていることをご理解下さい。   

 2.良質な医療を実現するために、医師をはじめとする医療従事者に対し、患者さん自身の健康に 

     関する情報を出来るだけ正確にお伝え下さい。   

 3.納得できる医療を受けるために、医療に関する説明が良く理解できない場合は納得できるまで 

     お尋ね下さい。   

 4.医療の安全性を保ち、他の患者さんの安寧を損なわないように定められた規則をお守り下さい。   

 5.医療の安全性を高めるための努力を最大限に行っていますが、あらゆる医療行為は本質的に 

     不確実であり、意図せざる結果を生じる可能性があることをご理解ください。 



アクセス 

静岡県三島市緑町１－３ 
 ■ JR東海道線・新幹線三島駅より車で５分 
 ■ 伊豆箱根鉄道（三島駅でJR線から乗り換え） 
  三島広小路駅下車徒歩３分  
 TEL：055-971-4133 
 FAX：055-972-9188 
 URL：http://mchp.or.jp 

診療時間 

外来担当医表 

月曜日～金曜日 土曜日 日曜日・祝日 

午前   9：00～12：00   9：00～12：00 休  診 

午後 15：00～18：00 14：00～16：00 休  診 

※ 予約診療を基本としております。初診での予約は電話にて承ります｡ 
※ 予約外でお越しの方はお待ちになることがございますが、ご了承ください｡ 
※ 学会・緊急手術のため担当医・診療時間が変更となる場合があります｡ 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

柳町(内)

鈴木清文(循内)

青山(内)

鈴木央(泌)

<循内　検査> <循内 検査/手術>
ペースメーカー外来

(循内 予約のみ)
<循内　検査> <循内　検査>

午前 水　崎 大　町 水　崎 大　町 鈴木衛
水 崎

鈴木衛

午後 検　査 手　術 手　術 検　査 手　術 検　査

井上 悟 井上 悟 井上幸雄 井上幸雄

大　島 大　島 大　島 大　島

午前 中　川 中　川 中　川 吉　野 中　川 中　川

午後 ▲中川 検　査 ▲中川 ▲吉野 ▲中川 ▲中川

関 関 石　田

飯　田 飯　田 関

関 石　田 石　田

飯　田 飯　田 交替制

救急のみ 救急のみ 井上幸雄

石　田 交替制

石　田

関

(飯　田)
【耳鼻咽喉科】

部長：石田 良治

午前

午後

関 交替制

交替制

※火・水曜日の午前は、手術の為変更になる場合があります。

【脳神経外科】

部長：中川 修

保坂(内)

鈴木清文(循内)

古賀(循内)

保坂(内)

伊藤(循内)

鈴木央(泌)

海野(消内)

午前

尾上(内)

金　紀鍾(内)

鈴木清文(循内)

海野(消内)

金月(内)

鈴木清文(循内)

伊藤(循内)

青山(内)

鈴木清文(循内)

午後

※午後の受付(初診・予約外)は17時までとなります。

【整形外科】

部長：井上 悟
救急のみ手　術 手　術午後

※午後の受付は17時までとなります。

▲印…初診と救急のみの対応とさせていただきます

午前 救急のみ 井上 悟

【外　科】

【消化器外科】

【肛門外科】

部長：水崎 馨

【内　科】

【循環器内科】

【泌尿器科】

【消化器内科】

部長：鈴木 清文

金月(内)
<循内 検査/手術>

金　紀鍾(内)

鈴木央(泌)

関 伸嘉(内)

古賀(循内)

<内科 休診>

(２０１1.１１.７ 現在) 

当院は、24時間救急体制をとっております 
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